
（様式１－１）
令和４年度 学校評価報告書 大牟田市立羽山台小学校（NO.１）

一人一人の子供に着実に学力をつける授業づくり
学校教育目標 友だちと学び合う心豊かでたくましい子供 重点目標 〇 学習規律の徹底（話し方・聞き方・鉛筆の持ち方・学習ノートの形式・学習用具の準備）

〇 学習過程での個別最適な学びの場の設定 〇 子供たちへの学習支援
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

重 重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）
点 見通しをもっ ○ 学習指導の充実 ・主題研究に関するアンケート評価 ３ ○「見通しをもつ」「理由や根拠を入れて書く」「考 A ・学校の評価は適切である。 ・新型コロナウイルス感染症対策を十分に行

目 て学習に臨むと ・授業における「自分の考えをつくる時 〈児童評価〉（3.2pt以上 ４段階評価）） えを伝え合う」を明確にした授業づくりに一年 ・意見交流の前にしっかり時間を取って考 った上で，朝の活動や国語科の学習に音読

標 ともに，互いの 間（最低５分）」「見通しをもつ場」「考 「見通しをもつ」 間取り組んだことで，既習を生かして課題解決 えをつくらせるのはとてもよいと思う。 を取り入れ，言葉の響きをしっかり味わわ

に 考えを高めさ えを高め合う場」の設定 「理由や根拠を入れて書く」 する学び方が定着してきた。 自分の考えをしっかりもつことによって， せることで，読む力の向上を図る。

関 せ，学力の定着 ・週４回の「はやまっ子タイム」による 「考えを伝え合う」 ○単元の中に自他の考えを伝え合う場を意図的に 意見交流後に他者の考えを参考に自分の ・国語科学習指導を進める上で手だてとなる

す を図る。 基礎基本の定着 〈教師評価〉（3.2pt以上 ４段階評価）） 設定する工夫が見られるようになってきた。 考えを深めることが出来ると思う。 読みの視点や方法についての学年に応じた

る ・算数科習熟度別学習（上学年週４時間） 「児童同士が関わり合い，考えを広げ深 △対話活動をより活性化するための工夫（手立て） ・低学年の時からめあてをもち学んでいく 一覧表を教室に掲示することで，児童の学

評 規範意識と相 ・ゲストティーチャーの活用 めるための工夫」 を講じる必要がある。 ことは，「できた！」という成功体験が重 習を支援する。

価 手意識を高める ○ 補充学習時間の設定 ・標準学力検査（国語・算数） ３ A ねられていくと考える。 ・対話活動を更に活性化させるために，対話

ことで豊かな心 ・水曜日６校時を補充学習の時間として 正答率（80点以上） ・補充学習の成果もしっかり出ている。 の目的，内容，方法を共通理解，共通実践

の育成と学びの 位置付けた継続的な取組 ・年間100冊以上読む児童の人数がとても多 するための研修等を位置付ける。

環境を整える。 ○ 読書活動の充実 ・年間読書冊数 ４ ○読書ボランティアの活用等により読書を好む児 A いことに驚いた。本に親しむ子が増える ・中学校との連携を見据え，家庭学習におけ

・図書室利用による本に親しむ態度の育 昨年度より増えた児童数（60％以上） 童は多い。 ことで，理解力や思考力とともに情操面 る自主学習の内容を児童とともに考える時

成 ○年間１００冊以上読む児童は２３５人いる。 も育まれると思う。 間を設定するとともに，自主学習の内容を

・読書ボランティアによる読み聞かせ（年10回） ・ボランティアの方々の長年による活動は， 掲示し，賞賛するための教室環境を整える。

○ 家庭学習の習慣化 ・家庭学習強調週間チェックカード ３ ○家庭学習は，個人差はあるが，タブレット端末 A 卒業していった子ども達にも大きな財産 ・多様な表現活動の一つとして，「甲斐雄一郎

・家庭学習強調週間（年３回）の実施 A/B評価（80％以上） 等の活用により少しずつ定着している。 を与えていると思う。 賞作品集」の第４号を作成する。

○ 清掃活動の充実 ・教師評価「美しく整備された学校」 ４ ○掃除は「だまって，一生懸命，時間いっぱい」 ・生活の基本である「掃除」は，物を大切 ・挨拶がよく出来ている児童への賞賛の方法

・黙掃の奨励 （3.2P以上 ４段階評価） を重点的に指導し，定着してきた。 にする心にもつながり，人として大事で や場を工夫する。

○ 人を思いやる心の育成 ・振り返り表による評価 ３ △教職員に対する挨拶は概ねできているが，地域 B ある。羽山台小の校内は美しく，児童の

・５Sの観点による挨拶の徹底 「挨拶」（90％以上） の方に進んで挨拶する児童は多くはない。 心が安定していると感じる。

・敬称をつけた呼称の徹底 ・教師評価「挨拶」（3.2Ｐ以上 ４段階評価） ○言葉遣いに関する授業を行ったり，掲示物で示 ・挨拶については，自然と身に付いている

○ 学級活動（話合い活動）の充実 ・主題研究に関するアンケート評価 ３ したりすことで，意識付けることができた。 A 児童と，しなくてはいけないと分かって

・計画的な実施による諸問題の解決 〈児童評価〉「話合い」（3.2P以上 ４段階評価） ○学年に応じた学級活動の進め方を基にした自他 いても少し恥ずかしい意識をもっている

・国語科等と連動した話合い方の指導 〈教師評価〉「コミュニケーション能力」 の考えを尊重した話合いが定着しつつある。 児童がいる。しかし，こちらから声をか

（3.2P以上 ４段階評価） けるときちんと挨拶が返ってくる。

運動・食事・ ○ 外遊びの励行 ・振り返り表による評価 ４ ○新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で持 A ・学校の評価は適切である。 ・新体力テストの結果を基に，課題である能

睡眠を大切にし ・業間運動の設定（重点期） 「運動」（90％以上） 久走やなわとびなど活動を工夫したことで，体 ・コロナ禍でもたくさんの知恵と工夫がな 力については，体育の準備運動の際に，向

た生活習慣を定 ・「体力アップシート」の活用 ・教師評価「運動」（3.2P以上 ４段階評価） 力向上を推進することができた。 されていたと思う。 上のための運動を位置付ける。

着させ，健やか ○ 基本的な生活習慣の確立 ・教師評価「基本的な生活習慣」 ３ ○外で遊ぶ児童が多い。 A ・「静」と「動」のバランスが健やかな心と ・適切な睡眠時間の確保に関して指導する機

な心と体を育成 ・「羽山っ子のくらし」を基にした家庭 （3.2P以上 ４階評価） ○「羽山っ子のくらし」を配布し，定着を図って 体を育成していると感じる。 会を，毎学期当初に設定する。

する。 との連携指導 いる。

い いじめの未然 ○ 指導の充実 ・いじめの認知件数の確実な把握及び解消 ４ ○学校生活アンケート，いじめアンケートを実施 A ・学校の評価は適切である。 ・学級活動や道徳の学習を中心に，相手を思

じ 防止・早期発見 ・「学校いじめ防止基本方針」に基づく した件数の割合（100％） し，結果を基に児童と面談することで，いじめ ・アンケートにより，小さな芽を摘めたこ いやる心情の育成を図り，いじめの未然防

め に向けた組織的 職員研修の設定 の早期発見・対応につながっている。 とは大きな成果で素晴らしい。 止を進めていく。

防 な取組を行う。 ○ 児童間の共感的人間関係の浸透 ・学校生活アンケート ４ ○発生したいじめ事案は，生徒指導担当，教頭に A ・学校全体で子供の変化を見逃さない取組 ・「ありがとうカード」の交流の取組や職員へ

止 ・「羽山っ子仲良しプロジェクト」の取組 「仲のよい友達」（3.6P以上 ４段階評価） 迅速に報告するとともに，内容について詳細に が徹底されており，「学校は楽しい」に繋 の学校生活アンケート・生活アンケート結

・「学級の絆タイム」の計画的な実施 ・教師評価「人間関係」 記録している。また，いじめ対策委員会で対応 がっている。学習意欲向上や体調面にも 果の確実なフィードバックを行うとともに

（3.2P以上 ４段階評価） を検討したり，職員全体に周知して共通理解し いい影響が出ていると思う。 改善策の協議，改善，実践のサイクルを継

○ アンケートによる定期的な調査の実施 ・学校生活アンケート、生活アンケート結 ４ たりしている。 A ・アンケートを効果的に活用していると思 続する。

と相談ポストの活用 果を基にした児童への聞き取りや支援の う。 ・保護者早期発見シートを基にした，保護者

・学校生活アンケート（年３回） 実施率（100％） との共通理解，共通実践を継続していく。

・生活アンケート（年９回） ・保護者早期発見シート回収率（100％）
・家庭用早期発見シート（年３回） ・毎月の教師チェックリスト実施率（100％）
・教師チェックリスト（毎月）

不 不登校の未然 ○ 家庭・地域との連携指導 ・学校生活アンケート ３ ○各担任が，不登校児童本人や家庭と密に連絡を A ・学校の評価は適切である。 ・スクールカウンセラーを講師招聘し，教師

登 防止・不登校に ・見守り安全運動の実施 「学習は楽しい」（3.6以上 ４段階評価） とり，つながりができている。不登校児童に対 ・不登校児童の減少は，先生方の熱意によ と児童，児童相互の人間関係の向上に関す

校 対するきめ細や ・各委員会による挨拶運動（毎週） ・不登校が解消し、継続して登校できるよ し，個に応じて丁寧に対応することができた。 り，児童が「学校で過ごすことは楽しい」 る研修を行う（４月下旬，９月中旬）。

防 かで持続的な支 ・「福岡アクション３」に基づく組織的 うになる児童（１名以上） 不登校傾向児童には，家庭や関係機関と連携し と思ってくれたからだと思う。関係機関 ・欠席日数や遅刻，早退回数の累計を全職員

止 援を行う。 な取組 て，よりよい対応や支援などができるようにす との連携体制も大変効果的である。 が把握するとともに，不登校の兆候がみら

る。 ・集団登下校により，不登校やいじめなど れた段階で，校長，教頭，教務，養護教諭

が軽減するはず。異学年交流が大事。 該当する担任によるミニケース会議を行う。

働 教職員が児童 ○ 教職員の意識改革 ・超過勤務時間５５時間以内（90％） ３ ○ 週１回の定時退校日を設定し，声をかけ合う A ・学校の評価は適切である。 ・職員室内に３ヶ月分のカレンダーを掲示し

き と向き合う時間 ・時間外勤務時間の把握と縮減 ・学校閉庁時刻までの退校（90％） ことができた。 ・定時退校日が定着し，職員の意識改革が て，先を見通すことができる職場環境を整

方 を十分に確保し ・学校閉庁時刻１９時の設定 ・規定日の定時退校（80％） ○ 水曜日は会議を設定せず，職員の業務時間を 進んでいる結果が数字に現れている。 える。

改 て，学校教育の ・週１回の定時退校日の設定 確保したので，退校時刻が早くなってきた。 ・普段から学校と地域の関わりが出来てい ・毎週水曜日の午後を効果的に運用する。

革 質を維持・向上 ○ 業務改善の推進 ・会議時間の短縮（昨年度比-80％） ４ △ 研究授業や学校行事など，時期によっては時 A て，地域で子供達を育てるという環境が ・コロナ禍による教育課程の変更等を踏まえ，

を図る。 ・議案の事前配布による会議時間の縮減 ・業務改善委員会の実施率（昨年度比120 間外勤務が増えるため，効率よく準備・運営で 整っている。 学校行事の更なる見直しを進めていく。

・業務改善委員会の開催 ％） きるような工夫が必要である。 ・金曜日の会議を設定しない取組は，職員 ・安全マップの作成や地域・保護者ボランテ

○ 地域・保護者ボランティア（はやマッ ・子ども見守り隊の方へ協力依頼により， ○ 保護者や地域の皆様による学校支援には，い A 一人一人の仕事時間の確保につながり， ィアの方々との連携については、今後もコ

スル隊）による支援 安全マップづくり及びフィールドワーク ４ つも感謝しております。 業務の効率化のための良い手だてである。 ロナウイルス感染防止対策に十分配慮しな

が実施できた。 がら取組を進めていく。

◇ 評価について ・【自 己 評 価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである



（様式１－２）

令和４年度 学校評価報告書 大牟田市立羽山台小学校（ＮＯ.２）
評 価 計 画 自 己 評 価 学校関係者評価 改 善 計 画

領 域 評価の観点 評価指標(①取組指標または②成果指標) 評価 結 果（成果○と課題△） 評価 コメント 次年度における改善策（案）
授業改善 ・全国学力・学習状況調査及び県学力テスト，標準 ４ ○ 教務主任を中心に，全職員で分析 A ・学校の評価は適切である。 ・年度当初の研究推進委員会で，昨年度の全国学力

学力調査結果等の分析 し対策を考えたため，系統を意識し ・児童一人一人の習熟度を捉え，一人一人 学習状況調査問題及び標準学力調査問題の内容を

・週３回以上の管理職・主幹教諭の教室訪問と訪問 た授業を行うことができた。 のために授業が組み立てられている。 基に求められている学力について分析し，全校共

教育課程 後の指導 ○ 毎日，管理職の教室訪問を行い， ・学力テスト等を全職員で分析し対策を考 通の取組を検討する。

学習指導 学力の定着 ・国語・算数の単元テスト全クラス平均８５点以上 ４ 指導・助言を行っている。 A えたことが，授業改善への意識向上に繋 ・単元テストの目標をさらに高めるための改善策を

・６０点未満の児童の再テストの実施 ○ 単元テストにおける目標（学級平 がったと思う。 協議し，より一層基礎基本を定着させる取組を共

均）は達成した。 ・子供の分からないところが分かるように， 通理解・共通実践できるようにする。

先生のスキルを上げて欲しい。

いじめ・不登校・問題行動への ・担任，生徒指導担当，養護教諭，管理職の連携に ４ ○ SCやSSW等の関係機関と連携をと A ・学校の評価は適切である。 ・学校生活アンケートの結果を基に，近接学年や管

生徒指導 組織的な対応 よる対応 りながら不登校等に対応している。 ・一人一人が大切な存在であるという大き 理職が原因と改善策を協議する場を設定する。

・学期１回の学校生活アンケート及び毎月のいじめ ４ ○ 全職員で連携をとりながら対応し A な愛情を感じる学校である。

アンケートの実施と教育相談旬間の設定 ている。 ・個に応じた関係機関との連携が良い。

児童への健康指導・健康管理 ・保健目標に応じた掲示物・保健便りの作成，保健 ４ ○ 養護教諭による児童への声かけや A ・学校の評価は適切である。 ・特に配慮を要する児童の観察記録について，いつ

総 指導の実施 指導，出欠等の連絡・相談・報告に ・保健室の役割は大変大きく，誰もが入り でも情報共有できるように，記録についてデータ

保健管理 ・健康観察及び給食前体調点検の実施 より児童の変化を早めに把握でき, やすい雰囲気がつくられている。 ベース化する。

食物アレルギー児童の対応 ・毎月のアレルギー対策会議の実施 ４ 児童の健康に留意して教育活動を進 A
・栄養教諭と給食調理員の連携 めることができた。

校内の安全管理 ・月１回の安全点検の実施と改善 ４ ○ 毎月行っている。 A ・学校の評価は適切である。 ・児童による安全点検を隔月で実施する。

児童の安全指導 ・登下校及び遊び中の安全指導の徹底（随時） ４ ○ ２月２８日に火災避難総合訓練を A ・使い方を間違えば怪我に繋がる外掃道具 ・窓からの転落の危険性や，倒壊の可能性がある備

安全管理 ・交通安全教室，災害及び不審者対応の避難訓練 実施した。 等がきちんと保管されており，安全意識 品設置の有無についても安全点検するように努め

括 教職員の危機管理意識の向上 ・危機管理のさしすせそ（最悪の事態を想定して・ ４ ○ 毎月，不祥事防止研修会を行って A の高さがよく分かる。 る。

慎重に・すばやく・誠意をもって・組織的に）の いる。 危機管理能力の向上を図っ
徹底 た。

特別支援教育推進体制 ・月１回の生徒指導全体会での特別な配慮が必要な ４ ○ 特別支援教育の充実を図り，適切 A ・学校の評価は適切である。 ・個別の支援計画を基にした協議を継続し，随時支

特別支援教育 児童の情報共有 な対応ができるよう職員研修会を実 ・個々を大切に育ててあると思います。 援計画を改善していく。

・毎学期ごとの配慮が必要な児童に関する個別の支 ４ 施し，組織的対応ができるよう職員 A ・特別支援教育に関する研修会により職員

援計画及び個別の指導計画の作成 で共通理解している。 の理解が深まり，体制が充実している。

的 校務分掌組織の機能化と職員の ・重点目標達成に向けた学期１回以上の達成部会の実施 ３ ○ 三部会の定期的な実施の前に，三 A ・学校の評価は適切である。 ・学び，体，心づくりの取組の重点化を図るととも

組織運営 学校経営参画意識の向上 ・校務分掌における業務の計画的な実施と改善 部会長への指導・助言を行った。若 ・校内ですれ違う先生方の表情が明るく， に，無理なく継続できるようにする。また，進捗

・自己評価と学校評価の活用 年教諭の校務の遂行に対する助言と 学校全体でのプロ意識が高いと頼もしく 状況を評価し，リーダーが適切に助言していく。

賞賛を行った。 感じている。

校内研修体制 ・講師招聘による年３回以上の主題研修の実施と効 ４ ○ 研究主任・研究副主任による研究 A ・学校の評価は適切である。 ・若年教員育成のための会「磨光舎（みがこうや」

果のある事前研修会の設定 の日常化するために,研究の方向性 ・忙しい中でも常に向上心をもっている学 を毎月開催する。

研 修 若年教員及びミドルリーダーと ・若年教員対象の研修会の実施 ３ や授業づくりについて共通理解して A 校だと認識している。 ・不祥事防止研修においては，より具体的な演習を

評 なる教員の育成 ・月２回以上の交換授業の実施 授業改善に取り組むことができた。 取り入れて，自分事としてとらえられるようにし

不祥事防止の取組の推進 ・不祥事防止研修会の月２回以上の実施 ４ ○ 毎月，不祥事防止研修会を行って A ていく。

いる。
具体的目標の達成を目指す学校 ・取組指標の共通理解と共通実践，学期ごとの評価 ４ ○ 教務週案に今月の取組について明 A ・学校の評価は適切である。 ・各担任が週案に，重点目標の達成度や取組状況，

教育目標 評価の実施 の実施 記することで，先生方の実践への意 ・校長先生のリーダーシップにより，地域 成果と課題を記入して，自己評価できるようにす

学校評価 重点目標の進捗状況の把握と取 ・学校評価アンケート（職員）の実施 ４ 識を高めることができた。 A に誇れる学校であると認識している。 る。また，管理職は適切な助言を記入する。

組の改善 ○ 毎学期実施した。
価 地域・家庭の教育力向上を図る ・月１回以上の学校便りと学年・学級便りの発行 ４ ○ 教育活動について，毎日Mボード A ・学校の評価は適切である。 ・特別支援教育支援員が配置されている児童の保護

情報提供 ・Ｍボードの年２０回以上の配信 で発信したり,定期的に学校便りを ・学校と地域，保護者との関係を深めるた 者に対しては，週に１～２回，出来るようになっ

情報提供 ・緊急メールの保護者加入の推進と速やかな配信 発行したりして,地域や家庭へ積極 めの取組に感謝している。 たことや家庭と連携して取り組むべきことを連絡

的に情報発信した。 ・毎日Mボードで発信することは，地域や保 する。

護者の学校への理解や信頼を高めること

に繋がるので，よい取組だと思う。

家庭・地域との連携・協働した ・授業参観，家庭訪問，学級懇談会，個人懇談会の ４ ○ 授業の様子や学校の活動内容につ A ・学校の評価は適切である。 ・親子で参加する行事や学級懇談会等について，事

保護者・地域 ＥＳＤの取組の推進 計画的な実施 いて，管理職がMボードを毎日発信 ・学校，保護者，地域との繋がりはとても 前に保護者と打ち合わせる機会を増やし，学校と

との連携 ・保護者及び地域と協働した総合的な学習の時間や している。また,見守り隊の皆さん 良好な地域だと自慢に思っている。 保護者はともに子供をよりよく教育するための伴

学校行事等の実施 の支援により,通学指導を行うこと 奏者という意識を高めていく。

ができ感謝している。
教育内容の質の向上をねらった ・学校の特色を生かした環境の整備（季節ごとの詩 ４ ○ 校内の掲示については，学校評議 A ・学校の評価は適切である。 ・児童の作品コーナーを充実するために水曜日午後

教育環境の整備 の掲示等） 員さん，保護者，職員で特色を生か ・子ども達の作品の掲示は，何より学校を の時間を有効に活用する。

教育環境整備 ・校内の教育環境の整備（教材室・資料室，備品の ３ して行っている。 A 明るくし，心温まる環境が常にある。 ・校内掲示については，PTA広報委員会との連携も

整理）を学期ごとに一回設定 ・校内掲示に学校評議員や保護者が関わっ 考えていく。

ているのは，とても興味があり，ぜひ続

けて欲しい。

◇ 評価について ・【自己評価】 ４：目標達成（９０％以上） ３：ほぼ達成（７０％～９０％） ２：もう少し（６０％～７０％） １：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】 Ａ：自己評価は適切である Ｂ：自己評価は上方修正すべきである Ｃ：自己評価は下方修正すべきである


